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AI を始めたい。もっと活かしたい。でも、何からすればいい？その答えは、社内データの整
備にあります。本セミナーでは、kintone をデータ基盤として活用し、弊社 AIツール
「HBMAssistant」と連携することで、社内に蓄積された情報を検索・分析・回答に活かす仕
組みと、実践的な進め方をご紹介します。

本セミナーでは、Google が提供するクラウドサービス「Google Workspace」とAIを組み合
わせることで、日々の業務がどのように効率化できるのかを、実際のデモを交えてご紹介しま
す。すでにご利用中の方はもちろん、「名前を聞いたことがある」「まったく知らない」とい
う方にも分かる内容です。専門知識やプログラミングは必要ありません。 これからの働き方を
考えるきっかけとして、ぜひお気軽にご参加ください。

AIを使える会社は、
データが整っている。

kintoneで進めるデータ基盤づくり
10/1 10：30～ 11：30

サイボウズ株式会社

木 下　 和 久氏
株式会社阪南ビジネスマシン

菅　一 輝

講　師

株式会社阪南ビジネスマシン

稲 垣　耀 大

講　師

～これだけやれば安全安心？SCS評価制度★３の意味～

SCS 評価制度を見据えて、中小企業でも可能なセキュリティ対策とその
本質を中心に、如何なる中小企業でも可能な対策について述べる。
特に SCS 評価制度の意味とその活用法について述べる。なお、２日目
とは独立であり、１日目は明日にでも可能なサイバーセキュリティ対策、
あるいはその指針について重点的に述べる。

サイバー攻撃と
必須となるその対策の本質とは

①　SCS制度とは？　初歩から解説
10/1 14：00～ 15：00

Google Workspace×AI で考える
"現実的な"業務改善！

10/1 16：00～ 17：00

神戸大学大学院 名誉教授
SCS制度運営委員

森 井　昌 克氏

講　師

セミナーのご案内



セキュアな環境で会社、全部門が使えるexaBase 生成ＡＩ活用セミナーです
便利な生成 AIも、使い方を誤れば会社の機密情報が外部に漏れる原因になります。
メールや議事録、顧客情報、社内資料を、そのまま入力していませんか？本セミナー
では見落としがちな危険な利用例と情報漏えいの仕組みを整理。入力時の注意点や
社内ルール、利用環境の選び方など、中小企業でもすぐに実践できる安全対策を分
かりやすく紹介します。

シャドーAI(社員が個人で勝手に使ってるAI)
を放置しないための法人生成AI 基盤とは？

10/２ 13：00～ 14：00

エクサウイザーズ
exaBase生成AI地域共創部
アライアンスグループ
関西エリアリーダー

SCS 評価制度は中小企業のセキュリティ格付けではない！　
実践マニュアルと位置付ける必要がある。しかし読み解くのは容易ではない。本講演
では SCS 評価制度に沿って、行うべき、そして可能な対策、さらに★３を取得するた
めの勘どころを理解頂く。１日目とは独立であり、特に２日目は SCS 評価制度★3
の要求事項について解説し、その取得に向けての考え方をお伝えします。

サイバー攻撃を防ぐために
中小企業が可能な対策とは

こんなお悩み有りませんか？
　・パワハラ社員がいて会社の雰囲気を悪くしてる
　・問題社員の対応をどうすればよいか、相談したい
昨今の問題社員を特徴に分けて（勤怠不良型。企業ルール違反行動型、労働能
力欠如型、パワハラ型、メンタル型）個別・具体的に対応方法をご伝授します。

社会保険労務士法人ベストパートナー

米 田　憲 司氏

講　師

職場の問題社員に対し如何に向き合うか！
具体的にお伝えします

問題社員対策徹底解剖 !!
10/２ 1４：30～15：30

10/２ 11：00～ 12：00
②　SCS評価制度★３を取り、そして★４を目指す

神戸大学大学院 名誉教授
SCS制度運営委員

森 井　昌 克氏

宮 薗　央 光氏

講　師

講　師



平素は大変お世話になります。
弊社は、今年、創立55周年の節目を迎えます、これもひとえに、
お客様の温かいご支援とご愛顧の賜物と、心より深く感謝申し上げます。
この55周年の感謝をかたちにすべく、記念展示会を企画させて頂きました。
「ＨＢＭ大感謝祭」～55年の感謝を次の価値、未来の一歩へ～
と題しまして社員一同、
みなさまへ感謝とおもてなしの気持ち、
未来へ繋がる価値ある情報をお伝え出来ればと
考えておりますので、是非とも、会場へお越し
下さいますようお願い申し上げます。
みなさまのお越しを心よりお待ち申し上げます。

ご挨拶

代表取締役
上野  晋作開催日時

開催場所

10月１日／２日
木 金

10:00 ～18:00

イベントホール【展示会場】

堺市産業振興センター



写真は過去の
展示会の様子です。

５５年の感謝を次の価値、未来の一歩へ



<個人情報の取扱いについて>
ご記入頂く個人情報は、本展示会及び今後のセミナー・展示会開催に関するご連絡・ご案内や個人情報を特定できない形式の統計資料作成の目的
でのみ利用し、ご本人の同意を得ることなく他に利用及びご提供することはありません。また、個人情報の取扱を委託する場合は、弊社の厳正な管理
の下でおこないます。ご記入は任意ですが、必要な情報をご記入頂けない場合は、弊社からのご連絡・ご案内ができない場合がございますのでご了
承ください。個人情報について、開示等のご請求やその他のお問い合わせについては、「個人情報管理責任者 営業部本部長」までお問い合わせください。

HBM大感謝祭  お申込み方法

② メール

③ F A X

① 申し込みフォーム

フリガナ

T
E
L

フリガナ

役職 お名前

������������������������

ご来場予定の日時に✓を付けてください

ご来場予定のセミナーに✓を付けてください

事業所名／参加者名／電話番号／メールアドレスを
入力いただき、下記アドレス宛にご連絡ください。

右のQRコードより特設サイトに
アクセスいただきご入力ください。

□ 10:00 ～
□ 11:00 ～

□ 1 日目 [10/1（木）]□ 未定

□ kintone で進めるデータ基盤づくり

□ ２日目 [10/２（金）]
□ 12:00 ～
□ 13:00 ～

□ 14:00 ～
□ 15:00 ～

□ 16:00 ～
□ 17:00 ～

Fax : 072-277-0866

事
業
所
名

参
加
者
名

メ
ー
ル

下記フォームに必要事項をご記入いただき、
（株）阪南ビジネスマシン／セミナー事務局宛にお送りください。

※誤送信されないよう、
　再度ＦＡＸ番号をご確認ください。

10：30～ 11：30
□ SCS制度 次に何をすべきかを解説
11：00～ 12：00

□ SCS制度とは？初歩から解説
14：00～ 15：00

□ シャドーAI を放置しないための法人AI
13：00～ 14：00

□ Google Workspace×AI で業務改善
16：00～ 17：00

□ 問題社員対策徹底解剖 !!
14：30～ 15：30

ご希望のセミナー

担当お問合わせ

10
月
2
日（
金
）

10
月
１
日（
木
）

来場予定日時

大阪府堺市中区深井北町 3275 番地
���：������������

FAX：072-277-0866


